
近年では最速といわれる桜前線の上昇であっ
という間に春を通り越して、もう初夏のような
暑さが漂い始めていますが、時折、春の新鮮な
すがすがしい風に身を任せています。脇の山や
野は、装いも新たに輝く新緑が芽吹き、そのパ
ワーを感じさせます。
皆様方におかれましては年度変わりの時期で
もあり、慌ただしい時期を終えられ、少しは落ち
着きを取り戻されたこととご推察申し上げます。
さて、本年第１回広島市議会定例会は２月12

日召集告示がなされ、２月19日から３月27日ま
での37日間を会期とする日程で幕を開けまし
た。平成13年度を締めくくる今議会で、私は会
派を代表して２月22日に総括質問をいたしまし
た。その詳細は後述いたしますが、この議会で
は新年度の当初予算を審議する予算特別委員会
も設置され、５年連続市税収入の減少が見込ま
れる中、一般会計当初予算ではスクラップアン
ドビルド方式を積極的に導入した結果、5,411
億5,712万3,000円と対前年比マイナス4.4％とい
う緊縮型の予算編成にならざるを得ませんでし
た。また、広島市民病院の南病棟立替計画が本
格化するなど緊急且つ最重要課題に重点を置い
た、企業会計や特別会計を併せた全体規模は1

兆1,075億5、389万2,000円となりました。以下、
今議会で焦点となった三つの案件について説明
させていただきます
１つ目は一般会計当初予算案のうち、原爆の
子の像に捧げられる「折鶴の永久保存」に対す
る調査費233万7,000円を容認できないとの観点
から、議会側が予算修正案を提出し、予算特別
委員会の審議最終日に可決されましたが、翌日
の本会議では否決されるという異常事態となり
ました。改めて議会の複雑さと正義を正すこと
の難しさを痛感いたしました。
この折鶴の保存・活用策の問題については国
内外を問わず各国、各地から捧げられる折鶴が
年間10トンにも達し、教室がすっぽり埋まって
しまうほどの膨大な量を、毎年どのような形で
保管し、その場所を確保していくのかという保
存方法の問題や劣化防止に対してはどのように
対処するのか等、物理的、技術的な問題も含め、
財政難の折、これに対する莫大な年間維持費、
管理費はどのようにして捻出、確保するのかと
いう予算的、経済的な問題があり、今後も議論
を深めていく必要があります。
２つ目に、広島は『平和記念都市建設法』に
基づき、都市整備が行われている日本で唯一の
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都市であり、国際平和文化都市をも標榜し、都
市像の理想として掲げております。
しかしながら昨今の、暴走族による犯罪や威
嚇行為は、112万広島市民にとって「目を覆い
たくなるような」というだけでは済まされない、
また、安心して快適に暮らすことのできない現
状は、もはや限界に達していたといっても過言
ではないと思います。
さらに、こうした暴走族の許しがたい行為は、

1999年の秋、「えびす講」での警官隊との衝突
や「とうかさん」の祭り期間中における歩行者
天国の廃止に象徴され、皆さんも記憶に新しい
ところだと思います。
こうした事件は全国ネットのニュースとして
放送され、平和記念都市や国際平和文化都市と
して広島のイメージを大きく傷つけただけでな
く、平和を願う人々の心を足許から踏みにじる
行為として羞恥心のなさを内外に晒すことにな
りました。こうしたことから、この問題解消に
官民挙げて取り組み、その努力が今議会におい
て実り、全国で始めて暴走族の集会を罰則の対
象にした「暴走族追放条例」として成立いたし
ました。広島でこのような条例を制定しなけれ
ばならないこと自体、極めて嘆かわしいことで
はありますが、現状ではモラルやデリカシーの
向上を呼びかけるだけでは『平和記念都市広島』
としての立場や秩序を保つことができないとこ
ろまで追い込まれ、善良な市民の身体、生命、
財産を守るという根本原則を考えるとき、やむ
を得ないことであったと感じております。
３つ目は女性助役の問題であります。これは
本年１月４日、広島市役所の仕事始めで秋葉市
長は突然、「助役の一人に女性を公募により登
用する」と発言したことに端を発し、今日の混
乱を招いています。新聞やテレビによる報道の
仕方では、わかりにくい点も多々あるかと思い
ますので少し説明をさせていただきます。それ
では一連の騒動の内容を時系列的に追ってみま

しょう。
先ず、今議会は２月19日に開会し、22日から
３日間総括質問が行われました。
これに対し、各会派の代表者12名が質問に立
ちました。この「女性助役」の問題は議会にと
っても非常に関心が高く、市政運営上重要な事
柄であることから、その時点で選任同意案は提
出されていませんでしたが、直接的、間接的を
問わず12名のうち11人がこの問題を取り上げた
ほどであります。ポイントとなる議論の流れは、
現在、総務担当と建設担当の助役が二人いると
ころから始まります。その上に女性の助役を一
人追加するという秋葉市長の唐突とも言える意
向表明でありますから①助役を２名から３名に
増員しなければならない理由は何か。②財政再
建途上の今、その財源はどのように確保するの
か。③なぜ、残り任期一年になった今、このよ
うな人事を提案するのか。
以上の３点がほぼ全員に共通した質問で厳し
く追求することになりました。特に、秋葉市長
の①に対する答弁は、昨年の９月議会で成立し
た「男女共同参画推進条例」の前文を、繰り返
し朗読するだけの、全く誠意のない答弁であり
ました。この秋葉市長の態度に反発した議会か
ら、総括質問二日目の２月25日午後、安佐南区
選出の多田敏治議員に対する答弁中、動議を求
める声があり、議場が混乱したため、議長は一
旦、休憩を宣告いたしましたが、結局、次の日
の午前中まで議会が空転いたしました。その後、
夜遅くまで掛かってなんとか予定された全員の
総括質問が終わり、27日、28日は２月補正予算
案などが常任委員会に付託され、総務委員会で
はこの問題についても活発に議論が交わされま
した。
３月５日からは平成14年度当初予算の本格的
審議に移り、文教関係、厚生関係、経済環境関
係、建設関係と順調に進んだかに見えた、３月
14日の朝、まさに予算特別委員会が今日も始ま

広島市議会ホームページ　http://www.city.hiroshima.jp/gikai/index.html

満開の桜に囲まれた広島城
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翌日には都市経済活性化対策特別委員会の開
催が予定されておりましたが、情報管理の甘さ
について指摘されることを覚悟の上でミスリー
ドを装い、事前に広島市としての結論を公表し、
内外に印象を深く刻み込もうとしたのではない
でしょうか。
それは広島東洋カープと議会の板挟みになっ
た広島市当局が何らかの理由で意図的に行った
行政テクニックではないのかという疑惑が排除
できません。改めてその真意について伺うとと
もにそれが神に誓って誤解であるというのであ
れば議会に対する正式な謝罪を求めます。
次に具体的な活用策についてでありますが、

率直に申し上げて私は野球場がいいと思いま
す。我々の愛すべき広島は昭和20年８月６日、
一発の原子爆弾によって壊滅的ダメージを受
け、市街地は、一瞬のうちにあたり一面焼け野
原になってしまいました。
また、人々の心と身体には大きな傷跡が残り、
生きる力と活力を見出そうとしていたときに、
夢と希望を与えた出来事は1950年（昭和25年）
１月15日、広島市基町の西錬兵場跡（現在の広
島県庁）で行われた広島カープの結成披露式で
あります。
お披露目されたナインは石本秀一監督以下総
勢28人、詰めかけた約２万人のファンで熱気に
包まれたと当時の新聞は伝えています。私はそ
の当時、生まれてはおりませんので、その光景
を知る由もありませんが、きっと「何かにすが
りつきたい」「これが希望の光と信じたい」そ
んな気持ちであったに違いありません。
以来、今年で52年目のシーズンを迎え、チー
ム解散の危機や給料の遅配など多くの苦難を乗
り越えてあの有名な“樽募金”や“悲願の初優
勝”を成し遂げた1975年（昭和50年）以来、６
度のリーグ優勝と３度の日本一など常に広島市
民とともに歩み続けてきたといっても過言では
ありません。もっとはっきり言うならばカープ
のいない広島は今や考えることのできない不文
律となっています。この地に深く根ざした風土、
伝統、文化は断ち切ることのできない広島の大
きな財産であると思います。
終戦後、半世紀を越えて21世紀を迎えた今日、
平和記念都市としての顔に加えて新たな広島の
顔を創り出す時期にきているのではないかと思
います。
それは同時に、広島のイメージを大きく転換
させ未来に羽ばたくことを意味します。このチ
ャンスに平和公園や原爆ドームと並ぶ新たな広
島のシンボルを建設し、日本一で世界に誇れる、
斬新で高規格な球場を建設してはどうかと思い
ますがどのような見解をお持ちか伺います。
仮にそのような球場を建設する場合、その構
造等についてでありますが先ず、グランドは、
日本における国際標準規格をクリアする広さが
必要であると考えます。
即ち、日本野球連盟の定める公認野球規則

1.04および付記（a）に定める両翼が本塁より
99.058メートル以上、中堅は121.918メートル以
上であります。
フィールド内は選手の身体的負担を軽減する
ことに加え、野球本来のダイナミックで迫力あ
るプレーが期待されることから、私はアマチュ

アではありますが野球を経験したひとりとし
て、天然芝を採用することが望ましいと考えま
すがどのようにお考えか伺います。
こういった基本的な点に加え、観客を大量に
収容できて、しかもゆったりとした、観客席を
設置できれば球場のほとんどは出来上がりで
す。しかしこれだけでは観客動員数の増加やラ
ンドマークとしての魅力は望めません。したがっ
て野球以外の目的でも十分に楽しめるサンフラ
ンシスコのパシフィックベルパークや東京ドー
ム、福岡ドームなどのような快適で魅力ある複
合施設を併設し、相乗効果を高める必要がある
と思いますがどのようにお考えでしょうかお尋
ねいたします。
私は昨年５月、パシフィックベルパークを同
僚の議員とともに訪れて感じたのですが、野球
観戦をはじめとする入場者数の安定的な確保の
ためには、観客を魅了する、選手の高度な技術
と臨場感溢れ、迫力あるプレーや球団のファン
に対するきめ細かなサービスと配慮は、絶対条
件でありますが、そのような質の高さと地元意識
から球場内の管理運営にあたってはボランティ
アの人たちがそれぞれの入場口やエスカレータ
ーの横、観客席に向かう一つひとつの通路など
に、500人規模で働いているということを聞か
され、驚きを隠し切れませんでした。こうした
中で観戦や娯楽を求めて訪れる人たちを、安心
して迎え入れるためには、天候に左右されるこ
となく、確実にゲームが開催されるという保証
がなくてはなりません。このためには天然芝の
管理・育成等も勘案し、開閉式の屋根を施す必
要があると思いますがどのようにお考えになら
れるか伺います。
このことは現在の広島市民球場で降雨による
ゲームの中止が年間平均で５試合から６試合生
じていることを、単にカバーするだけに留まら
ず、年間を通じて人間の行動心理に大きな影響
を与えるものと考えられ、県内のみならず県外
からの旅行会社等の観戦誘致や野球ファンによ
る観戦意欲に拍車がかかり、総じて入場者数の
安定した確保が図れるのではないかと思いま
す。国際平和文化都市の広島、平和記念都市の

広島、水の都・広島と日本三景　宮島の世界遺
産をうまく絡めた新たな広島の魅力を再構築す
れば、食と文化とスポーツの融合した、活気あ
る賑わいの街に生まれ変われることができるの
ではないかと思いますが御所見を伺います。
次にアクセスの問題でありますが、貨物ヤー
ド跡地周辺の道路整備については仮に複合型の
新球場が建設されればランドマーク施設となる
ことから、若干の整備が必要と思われますが基
本的に車輌での乗り入れは、周辺住民等に対す
る迷惑や混乱を招く可能性が高いことから慎重
に対処する必要があると思われますが、観戦客
等の円滑な輸送方法としては軌道系のアクセス
による定時性、利便性を確保する必要があると
思いますがどのように考えられるか伺います。
また、これらが他都市に例を見ない、日本一
で世界に誇れる国際標準規格をクリアした、魅
力ある「複合型の開閉式屋根付き新球場」完成
の暁には日米野球大会や大リーグの開幕戦、並
びに国際野球連盟主催のワールドカップ野球大
会やインターコンチネンタルカップなどの国際
大会を誘致する等、広島市民にとって夢と希望
と賑わいをもたらす可能性は、十分にあると確
信いたしておりますが、市当局として球団や財
界と一致協力をして、実現に向けた最大限の努
力を傾注するお気持ちがあるのかどうか伺いま
す。
この問題については、昨年の６月定例会の一
般質問において「平和問題と都市計画」という
テーマで“広島のイメージ”や“平和記念都市
広島”の建設について私なりの考え方を述べさ
せていただいたところでありますが、「明るく、
元気で、魅力ある広島」の構築に向け、ささやか
ながら精一杯の努力をお誓いするとともに、現
在、広島の都市計画を推進する上で欠かすこと
のできない「暴走族追放条例案」の骨子がこの
度まとまり、迅速且つ的確に、禁止行為に対し
て罰則を盛り込んだ、誠に時宜を得た内容で本
年４月１日の施行を目指して、ご努力されてい
る、青少年問題対策特別委員会をはじめとする
関係各位に心から敬意を表するものであります。

複合型野球場のサンフランシスコ・パシフィックベルパーク
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母谷議員が３月22日に行った総括質問

は、４月４日のケーブルテレビのチャ

ンネルＵ「平成14年第１回広島市議会」

でも放送されましたが、ゴールデンウ

イーク明けの５月７日、８日には各区

役所、市民病院などの公共施設でもビ

デオ放映されます。
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ろうとしていた午前９時50分、総務担当助役の
森元弘志氏が突然、助役を辞任するというニュー
スが飛び込んでまいりました。当日の朝刊には
「森本・広島市助役辞職へ」という一面トップ
記事が掲載されており、まさかと思いながら議
会へ参集しただけに驚きを隠しきれませんでし
た。当日は、総務関係の審議が予定されており、
ここで「女性助役」の問題が真剣に議論される
ことが予測されていただけに、委員長もこれに
は予算審議を始めようにも始められず、この件の
事実確認や経緯について議会運営委員会を開き
秋葉市長自身から直接説明を求めることになっ
たため、開会が１時間遅れの11時になりました。
始まった予算特別委員会では、先ず、共産党の
議員が「女性助役の問題は本会議の総括質問で
２人から３人へという前提で進めてきたが、こ
のやり方は論点のすり替えではないのか」と口
火を切り、当日の質問に立った議員の全員から、
自身の政策を実現するために罪のない森元助役
に辞職を要請した秋葉市長に対する非難が集中
しました。特に印象的だったのは、この「女性
助役問題」に対して前向きだった、共産党、社
会党、公明党からも反発の声が上がり、一時的
にしろ「議会全体を敵に回す」という秋葉市長
自身、予想をはるかに超える事態となってしま
いました。これは先ほどの厳しい①～③の追及
に手を焼いた秋葉市長の非人道的な手法であ
り、「殿、御乱心」との印象を、議会だけでな
く行政内部にも深く刻み込んでしまい、職員に
対する反発も引き起こすという結果になってし
まいました。こうした状況を見た秋葉市長は、
「議会から行政に対して人事介入をはじめとす
る圧力がある」と委員会の中で発言し、森元助
役がその調整役をしていたため辞職を要請した
などという女性助役の登用と直接関係のない二

度目の論点のすり替えを行い、自らを正当化し
ました。このことは後日、調査委員会を設けて
明らかにすると強気の姿勢をみせております
が、いまだにその内容は発表されておりませ
ん。
その後、３月18日になって今度は、建設担当
助役の小田治義氏に対して「人心を一新する私
の意により、森本さんは辞職したがあなたはど
うする？」と迫ったそうです。こう聞かれて
「私はやめません」といえるでしょうか。心無
い秋葉市長の悪政によって結局二人の助役は、
何が何でも女性助役を実現しようとする秋葉市
長の論点すり替えによる、迷走に次ぐ迷走に埋
没せざるを得ない状況となり、詰め腹を切らさ
れてしまったのです。そして空席となった二つ
の助役の席へ新たにふたり、それぞれ男女の助
役候補を選任する同意案を提出して「何がいけ
ないんだ！」といわんばかりです。その後この
問題について、市長与党と呼ばれる人たちと、
どのようにして関係を修復したのか定かではあ
りませんが、いずれにしても今議会最終日の3

月27日、公募による女性助役を含めたふたりの
助役選任同意案はそれぞれ否決されました。私
は本会議とは別に予算特別委員会においてもこ
の問題について質問いたしました。その一部に
「助役の選任同意案が議会へ正式に示されたと
き、その採決次第では助役不在という事態も想
定できるが、その場合行政としての執行体制に
問題が発生し、機能低下は避けられないことか
ら、そのことが即、市民に対する行政サービス
の低下を招くことになるのではないか。」と尋
ね、これに対する秋葉市長の答弁は以下のとお
りであります。「自分が市長になったとき、そ
れまでの助役が二人とも辞任して空席の状態が
数ヶ月あったが、その間、行政のサービス、市

秋葉市長、あなたは本年１月４日市役所での
年頭挨拶並びに記者会見において突然、「女性
助役を全国公募で選考する」という意向を表明
されました。
現在、わが広島市は財政健全化計画に基づく
財政再建途上であり、投資的経費の大幅な削減
をはじめとして、義務的経費のうち本年１月から
１年間、特別職と局長級の給与を一律５％カッ
トし、職員の賞与も昨年度よりさらに0.05カ月
分少ない4.7カ月分にするなど人件費の抑制に
努力をはじめた矢先であるにもかかわらず、マ
スコミを巧みに操ったこの表明はあまりに唐突
的で寝耳に水と言わざるを得ず、その考え方や
言動に矛盾があると思います。端的に言えば、一
方で人件費を抑制しようという施策を打ち出し
ておきながら一方では人件費を増加させるとい
う到底理解することの出来ない手法であります。
このやり方は職員の市長に対する不信感を招
く恐れがあることから反発が大きいということ
を予測し、覚悟しなければならないと思います。
如何なる状況にあろうとも広島市における各
種施策や計画など、目的を達成するために市長
として陣頭指揮をとらなければならない立場を
考えるとき、広島市を取り巻く現在の厳しい経
済状況や５年連続市税収入の減少が見込まれる
財政状態により、やむを得ず緊縮型の新年度当
初予算の編成になるなど極めて困難な状況に立
ち向かう今、リーダーとして先ず考えなければ
ならないことは幹部職員、一般職員を問わず職
員の士気を高め、鼓舞することはあっても決し
て士気の低下を招くようなことがあってはなら
ないと思うのであります。
仮に助役を２人から３人にした場合、その人

件費は年間で2,000万円増との情報もあります
が、市長の「人件費の増加をはるかに上回る波
及効果がある」との考え方を示した新聞報道も
ありましたが、今回の人件費抑制策、すなわち
市長以下幹部職員41人の給与一律５％カットの
年間合計額がおよそ2,000万円になることから、
女性助役の実現という市長公約を果たすため
「市長部局等幹部職員に無理を強いる」と受け
取られても仕方のない意向表明と思われますが
真意のほどをお尋ねいたします。
また、今回の「広島市女性助役候補者募集要
項」で、任期は任命の日から４年間とされてお
り、仮に新助役が誕生した場合、今日の状況で
は新たな財源を期待することができないことか
ら、その財源確保のためにはスクラップアンド
ビルドの考え方を導入せざるをえず、任期４年
間、したがって少なくとも向こう４年間は、幹
部職員の給与一律５％カットが続くものと思わ
れますがどのようにお考えか併せてお伺いを致
します。
また、人員を２人から３人に増員しなければ
ならない理由について明確にお答えいただきた
いと思います。
現在２人の助役は総務担当、建設担当として
業務をきちんと分担のうえ、それぞれ立派に市
長を補佐し市政の円滑な推進に貢献しておられ
ると感じているのは私だけ
でありましょうか？　それ
とも市長自らの政策を推進
する上で、現在の助役、お
二人では能力不足であると
感じておられるのでしょう
か？
加えて、新たに大規模な
プロジェクト等が計画され
ているなど市当局にとって
特別な事情がないかぎり、
今、すぐに増員の必要性が
求められることはないと思
いますがどのようにお考え
でしょうか？

新聞報道にもあった市長選挙の公約で「女性
の知恵と力の活用策の一環として、助役のひと
りに女性を任命する」ということを掲げておら
れますが「女性の助役でなくてはならない」理
由や根拠、真意はどこにあるのかお尋ねいたし
ます。
ただ闇雲に「女性だから」というだけの理由
で助役という重要なポストに登用するのはいか
がなものかと思います。もとより人事において
管理職とか幹部職員と呼ばれる職位や呼称は、
その人の技量や経験、手腕や人望、実績といっ
たありとあらゆる資質、能力を総合的に勘案し、
且つ男女の性に関わらず、公平に評価され、配
置されるべきものであると考えますが「人事」
という概念について、私と少しズレがあるよう
に感じますのでどのようなお考えをお持ちか御
所見をお伺いいたします。
また、今回の公募に際し、その判定の基準と
なる応募方法や選考内容を見ると極めて曖昧な
ものになっているといえます。
応募方法の（1）「申込書」は一般社会でいう
履歴書のことで（2）「小論文」は助役としてや
りたい仕事について自分の考えを1,600字程度
に記述したもの（3）は「推薦書」を添付する
ことになっており、選考においては「１次選考」
が先ほど述べた応募方法（1）から（3）によって

女性助役の公募について

民サービスについて議会からも市民からも何か
問題があったという意見をいただいたことはな
い」というとんでもない内容でした。
自らの失政によって空席を生じさせておきな
がら、何の問題もないというなら助役は何のた
めに総務担当、建設担当とふたりもいるのでし
ょうか。“市民の市民による市民のための広島
市政”と口では言いながら、このような無責任
な考え方を平気で答弁する秋葉市長を私は断じ
て許すことができないのであります。「政治は
言葉だ」と秋葉市長はおっしゃいます。
しかし、そこに人間味を感じることのできる
心が存在しなければ自らを保身するだけの殺伐
としたものになってしまうのではないでしょう
か。「女性助役の公募による登用」から始まっ
た、現在の「助役不在」は、広島市とその市民
に計り知れない損失を与え、自らの失政によっ
て広島の都市イメージにも大きな打撃を加え、
異常な事態を招いたと言わねばなりません。こ
のような状態になったのはいったい誰の責任な
のでしょうか。助役選任同意案を否決した議会
に責任があると言うのでしょうか。
皆さんよく考えてください。この問題は今だ
けに留まらず広島市にとって大変重要な問題で
あり、将来の広島を左右しかねない重大なこと
なのです。来年の年明け早々には広島市長選挙、
春には統一地方選挙の広島市議会議員選挙が予
定されています。このことも背景としてあるこ
とをご理解いただき、何が正しくて何が間違っ
ているのか皆さんの目でじっくりと観察してい
ただき、「明るく元気で魅力ある広島」を我々
の手で実現しようではありませんか。
最後になりましたが、皆様方の今後ますます
のご発展とご健勝を心からお祈りいたします。

統括質問（2.22）原稿

本会議場で総括質問をしているところ
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提出された書類審査で「２次選考」は市長等に
よる面接審査および身体検査となっています。
この程度の書類審査や面接で市長の右腕とな
るべき助役という大役を果たせる人材が必ず発
掘できるという確証はあるのでしょうか？　こ
の種の人事や選考には資質や能力に加えて、政
策の同調は言うに及ばず市長自身との人間関係
や信頼関係といったソフト面が確固たるもので
ないと成り立たない大変デリケートで重要なも
のだと思います。それを選考当日のわずか数分
間面接しただけで、信頼できるパートナーとし
て判断できるものなのでしょうか？　市長とし
ての職責を果たすため、政策を立案し、実行し、
実現を目指す上で、自らの命運を握っていると
言っても過言ではない人事をこうした公募でそう
簡単に決めることができるものなのでしょうか？
それには計り知れない重大な責任とリスクが
伴うことから私にはとてもこの方法で助役を選
考し登用することは理解できないのであります。
こうしたことから考えると貴方にはひょっと
して既に意中の人材がいるにもかかわらず公募
という手段の中でいかにも「公明正大に決めま
した」、「女性の社会進出に一役買いました」と
いうパフォーマンスを演じているのではないで
しょうか？　
それは全て来年１月下旬から２月上旬にかけ
て行われるであろう自らの市長選挙を想定し、
有利にこれを進めようと画策する行動の表れで
はないのかと疑われても仕方がないのではない
でしょうか？　
“李下に冠を正さず”という諺がありますが

「秋葉忠利殿、貴方ほどの聡明な方がなぜこの
時期にこのような策を打たれたのか」大変理解
に苦しむところであります。
明快な答弁を求めます。
それとも逆に書類審査や面接審査の結果、資
質、能力、実績等総合的に判断した結果、適材
を発掘することができず「公募はしたが採用す
るには至らなかった」という事態も起こりうる
のか伺います。
また募集締め切り１週間前の２月８日時点で
は全国から13人が応募していましたが、締め切
り当日の正午には突如として105人まで膨れ上
がり最終的には132人の応募者があったと新聞
は報じていますが事実はこれに間違いないのか
伺います。
当日、これほどの駆け込み応募があるという
のはどのように考えても不自然と言わざるを得
ませんが、自らの市長選挙を支援する一部の団
体や女性グループ、政策集団に対して意図的に
働きかけ、応募させることにより多数の応募が
あったという既成事実を作り上げ、公募の正当
化を図ろうとするねらいがあったのではないの
でしょうか。
また、「助役の選考に洩れた女性の活用も検

討する」という市長の考え方が新聞記事として
掲載されましたが、自らのブレーンを市長部局
等に公費を利用して配置しようと考えていると
すれば、健全で清新な市政の推進を担うべき市
長としての立場と選挙活動を核とした自らの保
身を公私混同した断じて許すことのできない暴
挙であると言わざるを得ません。

また、助役の選考に洩れ
た女性に対し「頑張っても
らう仕組みを作りたい」と
の報道は例えばどのような
ことを考えておられるのか
伺います。
私はどのような活用策を
考えようとも現時点におい
て「意図的に応募させたの
ではないか」という疑念や
「ヤラセではないのか」と
いう疑いが排除できないか
ぎり、このことについては、
現在の広島市職員に対する
秋葉市長自身による不信感
の表れとして受け止めら

れ、信頼関係が大きく損なわれる可能性もある
と思われますがこの点についてはどのようにお
考えでしょうか伺います。
いずれにしても正式に、選任同意案が議会に
対して提出されれば賛成、反対の結論は自ずか
ら出てまいりますが、現時点、この問題につい
ては正式に案件として提出されたわけではない
ことから「提出されるかもしれない」という飽
くまで噂であります。その噂によりますと今議
会、最終日の３月27日に提出されるのではない
かと言われておりますが憶測の域を出ることは
できません。しかし、市長がこの問題を真剣に誠
実に実現しようとするならば、最終日の３月27

日より少しでも早く提出し、議会に対して検討
の余地を与える方が誠意ある提出の仕方であり、
態度であると思いますがいかがお考えでしょう
かお尋ねいたします。
ここで、仮に選任同意案が提出され、その結
果、賛成が多く同意された場合、そのときの様
子を想像してみましょう。
「賛成の議員の起立を求めます」と議長の大き
な声が議場に響きます。
ガタガタと音を立てながら多くの議員が起立
し、議長は、これを確認した後、
「起立多数により本件は同意することに決定い
たしました」との声が響きます。
秋葉市長、貴方にとってこれほど喜ばしく嬉
しいことはないでしょう。傍聴席からは、この
瞬間をひと目見ようと押しかけた支援者から
「やったー秋葉市長！日本一！これからもがん
ばって！」と拍手と歓声が渦巻きます。
市長は先ず自席で起立をし、公約を実現し満
足そうなその顔に満面の笑みをたた湛え、次に
深々と頭を下げて２秒間静止します。そのとき
頭の中を何がよ過ぎったかは知りませんが、そ
の後、おもむろに頭を上げて正面を向きます。
そして着席。嬉しさのあまり、まだ顔がにやけ
ています。心の中では「やったー！ついにやっ
たぞ！今夜は早速みんなで祝杯をあげようか。
ビールがさぞかしおいしいぞ！」と叫び、「で
きることなら、傍聴席に向かって手を振りたい
心境だよ」と、まあ　こんな具合でしょうか。
一方、その結果、反対の方が多く同意されな
かった場合を想像してみましょう。
「賛成の議員の起立を求めます」と　議長の少
しうわずった声が響きます。
それと同時に、10数人の議員がパラパラと起
立をします。
これを見た議長は「本件は起立少数とみなし、
同意しないことに決定いたしました」と声を発
します。
次の瞬間、秋葉市長の顔は曇り、天を見上げ
ています。少し残念そうで落ち着かない様子で
すが比較的淡々として傍聴席に目をやります。
そこにはこの日のために集まった支援者がたく
さんいます。「何で同意しないのよ！」、「女性
蔑視じゃないの！」、「広島は遅れてるわね！」、
「市長をいじめたら承知しないわよ！」と口々
に罵声を浴びせる姿が目に飛び込みます。報道
陣もすかさずその光景をカメラに収めます。
「今日のニュースソースはこれでバッチリだ。
早く局に持って帰って編集に廻しとこう」と、

皆がそれぞれの思いを胸に巡らせているころ、
秋葉市長は心の中で「まあ、仕方がない。でも、
今回のことで支援者は増えたし、ある意味、結
束できたことは次の選挙でプラスになるから、
まっいいか。実現するにこしたことはないけど
本当は、実現してもしなくてもどちらでもよかっ
たのだ。少なくとも、私にとってはどっちに転
んでも損はない。これでいいのだ。」と自分に
言い聞かせています。
以上で広島市議会劇場は終わりです。
今回の「女性助役の公募」について波紋を投
げかけた一連の騒動には、こうした来年の市長
選挙に絡む思惑が背景としてあることは否定で
きず、容易に察することができます。将棋の戦
法で“王手飛車取り”という高等戦術がありま
すが、今回、秋葉市長が“最善手”と確信して
打った手は、112万市民の付託に応えていくべ
き市長の立場としては、既に「心の中で市民を
根底から欺き、裏切っている」ことや財政再建
途上をはじめとする諸問題から「自分自身の手
足となって働いてくれる職員の理解が得られな
い」という状況が想定されるなかで、打ってはい
けない「禁じ手」ではなかったのかと思います
が御所見を伺います。
私は敢えてここで申し上げるならば「女性の
助役誕生」そのものに異論があるということで
はなく、優秀な能力を持った人材が女性であっ
たか男性であったかということは、単に結果で
あり、性別によって左右されるものではないと
思います。
しかしながら、この人事において最優先され
るべきは、その人の資質や能力、人間性や信頼
性が重要であると思いますし、そのタイミング
や必要性、市当局や議会とのコンセンサスを十
分勘案の上、決定されるべきではないかという
ことを確認させて頂いて私の質問を終わります
が、私の答弁にあたっては「男女共同参画推進
条例」の、前文を朗読していただくことは望ん
でおりませんので悪しからず申し添えます。

貨物ヤード跡地の有効活用については、都市
活性化対策特別委員会の調査研究等を踏まえ、
現在の都市経済活性化対策特別委員会へと引き
継がれ、種々論議を重ねて参りましたが、紆余
曲折を経て今日に至っています。
結論を出すには、まさにギリギリのところま
で追い込まれ、多くの市民も苛立ちを隠せない
状況になっています。その原因のひとつに、約
110億円という巨費を投じて購入したにもかか
わらず、どのように活用するのかという、結論
の出ないスピードの遅さにあると言えます。そ
の間平成14年度末までは減免措置があるとはい
え、毎年２億６千万円に上る金利の支払いが発
生しているということは、市民にとってそう簡
単に理解できることではなく、正に「お役所仕
事」といった印象を感じています。
しかしながら実態は、その内年間で２億２千
万円程度の交付税措置があり、駐車場等の賃貸
収入も年間で２千万円余りに達することから、
正味負担額は２千万円前後となりますが、取得
から今日までに支払った、正確な金利の合計額
はいくらになるのか先ずお伺いいたします。ま
た取得価格と併せた合計額は、今後どのように
して回収されるのか、現時点ではその正式な活
用策の決定を見ておりませんが基本的な考え方
についてお尋ねいたします。
この土地の活用策についてはさまざまな意見
や考え方があり、その絞込みに大変苦慮されて
きたことは承知を致しておりますが、結論を出
す上で最早“待ったなし”という状況になった
のではないでしょうか。そういったことも背景
にあってか現在４案を検討しているのにもかか
わらず２月７日の中国新聞朝刊には「オープン
球場が最有力」といった見出しが一面を飾りま
した。

貨物ヤード跡地の活用策について

予算特別委員会において質問中の母谷議員


